





























































Production of Teaching Materials for the Development of Sensitivity 1
































































































































































































































































































































●身近にあるものでこんなに素敵なもの ( 作品 ) が
出来るのですね。それぞれの感性がとても素晴ら
しいと思いました。
次に「あなたにとって自然とは何ですか？ま
た、私たち人間に出来ることを考えお答えく
ださい」という問いに対して、以下の回答が寄
せられた。
●人間の力では動かすことのできない「美」
●自然とは私のすべてです。
●普段は意識していないが、なにかのきっかけで
とても力をもらったり、温かい気持ちにさせてく
れる存在。( 元気の源 )
その一方で時には人間の力を超越した影響を与え
る存在。
私たちが出来る事は「共存」でしょうか？！
●自然とは“感じるもの”です。感性を大事にして
しっかり自然と向き合うことがまず出来ることで
はないでしょうか。そこからいろんな行動に広がっ
ていくのではと思います。
●“なくてはならないもの”であることは当然なの
ですが、私にとっては“癒し”です。自然を持つ美
しさと穏やかさが心のゆとりをもたらしてくれま
す。このような自然を守るために、火力・原子力エ
ネルギーの依存からの脱却や、もっと身近なとこ
ろで言えば、紙を無駄にしないことなどに取り組
んでいくべきだと考えます。
●身近にあるもの。私たちに恵みをもたらしてく
れるし、時として驚威にもなる存在。だからといっ
て恐れるものではなく、いつも隣にあり落ち着く
もの。これらの作品をみて特にそう思いました。
●自然は人間にとってとても大切な存在ではなく
てはならない存在。そっと触れることで自分の落
ち着きを取り戻せる存在。みんなで大切に守り傷
つけないよう自然の中で自分の生活を考えたい。
●ホッとする言葉、安心する場所、「無」で自分を
受け止めてくれる。自分を見つめなおすことので
きる空間。
　学生たちは、上記アンケートを集計した後、
次のような考察を残している。
アンケートに答えてくれた人は保育関
係の人が主であった。ぞれぞれの作品の
イメージ、ナチュラルアート展全体を見
て感じたことや、作品の素晴らしさが評
価される内容だった。また、自然とは何
か？という難しい質問に対し、「美」や「す
べて」、などの目には見えないが大切な存
在であることが分かった。私たちが出来
る事は、何か特別に作ったりなどの行動
をするのではなく、「共存」や、「自然と向
き合うこと」が大事ではないか。という声
が挙がった。
アンケート結果を集計して、私たち３
人が作品を通して伝えたかったことが伝
わっていたように感じる。「温かくて優し
い」「表現する力、ないものを形にする、
形に出来ることが素晴らしい」という感想
をもらうことが出来、大変良かったと思
う。自然とは何か？私たちに出来ること
は何か？それは一言で答えを出すことは
できない。しかし、すべての人が自然に
対し「かけがえない存在」ということは変
わりない。そして、その自然のために何
かを起こしたりすることはなかなか難し
い現実であるが、一人ひとりが自然の「大
切さ」を忘れず、自然がなくならないよう
考えることが一番大事だと思った。
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２おわりに
　本研究において、自然物に触れる授業を通
して感性が働いていく様子を確認することが
できた。学生たちが企画した展覧会の中で、
自然物を用いた作品の展示と共に、学生たち
は自然について考え、語りかけることができ
た。一連の授業の目標である感性教育は、学
習の成果を得たと考えられる。学生たちは、
自然の美しさとありがたさを確認した。これ
は感覚が知性を伴いながらたどり着いた価値
観である。自然の美しさを子どもたちと共感
しあい、自然のありがたさを伝える、これは、
大切な幼児期を預かった保育者の大切な使命
である考える。
